
区分

□ ①テーブルを利用する場合は、最大7人を定員とします。
　椅子14席÷2＝7人　※テーブル6、椅子14、33㎡

□ ②会議室Ａは、テーブルを部屋の外に移動させることはできません。

□ ③対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス１
ｍ、できれば２ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限
します。

□ ⑥接触スポーツの利用を制限します。

□
⑦施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）入口を開放してください。窓がないため換気

扇やサーキュレータを稼働させ機械換気してください。館内放送でご案内します。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③対面とならない食事を可能とします。また、食事中の会話は控えてください。

滞在時間の
制限 □ ①滞在時間の制限は設けません。

□ ①スタッフは、お客様ご利用のお部屋の確認時にお客様が消毒した机・椅子以外の
多数の方が接触する共用部分を消毒します。

□ ②お客様には使用した机・椅子を必ず使用後に消毒していただきます。また、使用
前にもお客様が消毒できるよう消毒セットをご用意します。

□ ③入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

いこまい館　会議室Ａ

消毒

利用者の
健康状態等の

確認

制限利用
定員

部屋別ガイドライン

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日付印



区分

□ ①テーブルを利用する場合は、最大12人を定員とします。
　椅子24席÷2＝12人　※テーブル12、椅子24、52㎡

□ ②テーブルを利用しない場合は、最大18人を定員とします。
　52㎡×7割÷2㎡＝18人　※テーブル12、椅子24、52㎡

□ ③対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス１
ｍ、できれば２ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限
します。

□ ⑥接触スポーツの利用を制限します。

□
⑦施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）窓と入口を開放してください。館内放送でご

案内します。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③対面とならない食事を可能とします。また、食事中の会話は控えてください。

滞在時間の
制限 □ ①滞在時間の制限は設けません。

□ ①スタッフは、お客様ご利用のお部屋の確認時にお客様が消毒した机・椅子以外の
多数の方が接触する共用部分を消毒します。

□ ②お客様には使用した机・椅子を必ず使用後に消毒していただきます。また、使用
前にもお客様が消毒できるよう消毒セットをご用意します。

□ ③入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

いこまい館　会議室Ｂ

部屋別ガイドライン

制限利用
定員

利用者の
健康状態等
の確認

消毒

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□
①テーブルを利用する場合
（２部屋利用）最大18人を定員とします。椅子36席÷2＝18人
（１部屋利用）最大9人を定員とします。18人÷2＝9人
※テーブル12、椅子36、112㎡

□
②テーブルを利用しない場合
（２部屋利用）最大39人を定員とします。112㎡×7割÷2㎡＝39人
（１部屋利用）最大19人を定員とします。39人÷2＝19人
※テーブル12、椅子36、112㎡

□ ③対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス1
ｍ、できれば2ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに利
用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限し
ます。

□ ⑥接触スポーツの利用を制限します。

□
⑦施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用後
にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認を行
います。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）窓と入口を開放してください。館内放送でご案

内します。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③食事及び飲み物を禁止します。水分補給は部屋の外でお願いします。

滞在時間の
制限 □ ①滞在時間の制限は設けません。

□ ①スタッフは、お客様ご利用のお部屋の確認時にお客様が消毒した机・椅子以外の多
数の方が接触する共用部分を消毒します。

□ ②お客様には使用した机・椅子を必ず使用後に消毒していただきます。また、使用前
にもお客様が消毒できるよう消毒セットをご用意します。

□ ③入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

いこまい館　指導会議室

部屋別ガイドライン

消毒

制限利用
定員

利用者の
健康状態等
の確認

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□

①最大22人を定員とします。22人を超える場合は和室等を予約の上（他の部屋も制
限利用定員があります。）ご利用ください。
窓側のテーブルは24席÷2＝12人、まるテーブルは4×1席＝4人、畳の座卓は12席÷2
＝6人の利用が最大となります。
※テーブル8（椅子24席）、まるテーブル4（椅子11席）、座卓4（12席）、98.6㎡

□ ②対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス1
ｍ、できれば2ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限
します。

□ ⑥接触スポーツの利用を制限します。

□
⑦施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

□ ①換気は、１時間に２回（５分程度）窓と入口を開放してください。館内放送でご
案内します。

□ ②換気の間は、カラオケ使用を禁止します。

□ ①利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ②シニアハウスを指定場所として、飛沫防止のため、カラオケはマスクとフェース
シールドを着用し、カラオケ交代ごとにマイクを消毒してください。

□ ③芝生広場でのグラウンドゴルフはマスク着用としますが、熱中症対策として水分
補給に留意してください。

□ ④対面とならない食事を可能とします。また、食事中の会話は控えてください。

滞在時間の
制限 □ ①滞在時間の制限は設けません。

消毒 □ ①指定管理とは別に所管課が定める方法により消毒を実施します。

利用者の
健康状態等
の確認

換気による
感染予防

いこまい館　シニアハウス

部屋別ガイドライン

制限利用
定員

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□
①テーブルを利用する場合　最大6人を定員とします。
椅子12席÷2＝6人
※テーブル6、椅子12、31.2㎡

□ ②対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス1
ｍ、できれば2ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限
します。

□
⑥施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）窓と入口を開放してください。館内放送でご

案内します。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③対面とならない食事を可能とします。また、食事中の会話は控えてください。

滞在時間
の制限 □ ①滞在時間の制限は設けませが、長時間の利用はお控えください。

□ ①利用した机・椅子を必ず使用後に健康推進課事務局等が消毒します。

□ ②入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

利用者の
健康状態等
の確認

消毒

いこまい館　医師控室

部屋別ガイドライン

制限利用
定員

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□

【大声での歓声や声援等がない催物等の定員】
　稼働椅子を利用する場合　最大280席を定員とします。
　稼働椅子の最前列は舞台からの飛沫を防止するため空席とします。
　観客は、マスクの着用を徹底するとともに、大声での発声を禁止します。

【大声での歓声や声援等が想定される催物等の定員】
　稼働椅子を利用する場合　最大140席を定員とします。
　稼働椅子の左右は1席ずつ空席とし、最前列は舞台からの飛沫を防止するため空席
とします。
　観客は、マスクの着用を徹底するとともに、大声での発声を禁止します。

□
②稼働椅子を利用しない場合　最大95人を定員とします。
273㎡×7割÷2㎡/人＝95人
※舞台及び舞台裏の定員は定めないが１ｍ（できれば２ｍ）の間隔を確保してくだ
さい。

□
③控室は、1部屋当たり最大4人を定員とします。
12.4㎡×7割÷2㎡＝4人
※鏡台4、12.4㎡（1部屋）

□ ④対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス１
ｍ、できれば２ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限
します。

□ ⑥接触スポーツの利用を制限します。

□
⑦施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

行列を
つくらない □ ①レジや受付を設置する場合は、密となる行列を避けるため1ｍ、できれば2ｍの間

隔をあけて並んでください。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）入口を開放してください。空調機やサーキュ

レータを稼働させ機械換気してください。

いこまい館　多目的室Ａ、控室（1/2）

部屋別ガイドライン

制限利用
定員

利用者の
健康状態等
の確認



区分

□

①指定場所である多目的室Ａにおいて、表現上支障がある場合を除きマスクを着用
とします。表現上支障がある場合の具体的な例は、ソーシャルディスタンス1ｍの対
人距離が確保できる吹奏楽の管楽器等や詩吟、歌唱（合唱は練習に限る。）、演劇
等とします。なお、ピアノ演奏、フラダンス、ヒップホップであることをもって表
現上支障があるとは判断しません。また、表現上支障がある場合であっても練習の
場合はできるだけマスクの着用を求めます。

□ ②舞台上から客席まで一定の対人距離3.6ｍ以上が確保される場合を除き、館内での
大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ③利用者を入れ替える場合は、入場者・退場者の交錯を避けるため退場者全員の退
室を確認してから入場者は入室してください。

□ ④練習利用であっても社交ダンスでの利用はステップ練習のみで、十分な間隔をあ
け対面にならないようにしてください。

□ ⑤稼働椅子での食事及び飲み物を禁止します。水分補給は部屋の外でお願いしま
す。

□ ⑥稼働椅子以外では、対面とならない食事を可能とします。また、食事中の会話は
控えてください。

滞在時間
の制限 □ ①滞在時間の制限は設けません。

□ ①スタッフは、お客様ご利用のお部屋の確認時にお客様が消毒した机・椅子以外の
多数の方が接触する共用部分を消毒します。

□ ②お客様には使用した机・椅子（稼働椅子を除く。）を必ず使用後に消毒していた
だきます。また、使用前にもお客様が消毒できるよう消毒セットをご用意します。

□ ③入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

□
①トレーニングジムのスタジオレッスンとして利用する場合は、新型コロナウイル
ス感染症対策ガイドライン（いこまい館トレーニングジム）により対策を行いま
す。

□
②高齢者の運動教室で利用する場合であっても、マスクの着用が必要となります。
休憩の回数や時間を増やして対応してください。なお、気分がすぐれない場合は速
やかに別室や屋外でマスクを取って休憩してください。

その他

いこまい館　多目的室Ａ、控室（2/2）

部屋別ガイドライン

飛沫防止
対策

消毒

ご署名 スタッフ確認印 日



区分

□ ①テーブルを利用する場合　最大25人を定員とします。
50人÷2＝25人　※定員50人、150㎡

□ ②テーブルを利用しない場合　最大52人を定員とします。
150㎡×7割÷2㎡/人＝52人　※テーブル9、椅子50、150㎡

□ ③対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス１
ｍ、できれば２ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限
します。

□ ⑥接触スポーツの利用を制限します。

□
⑦施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

行列を
つくらない □ ①レジや受付を設置する場合は、密となる行列を避けるため1ｍ、できれば2ｍの間

隔をあけて並んでください。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）入口を開放してください。窓がないため換気

扇やサーキュレータを稼働させ機械換気してください。館内放送でご案内します。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③練習利用であっても社交ダンスでの利用はステップ練習のみで、十分な間隔をあ
け対面にならないようにしてください。

□ ④対面とならない食事を可能とします。また、食事中の会話は控えてください。

滞在時間の
制限 □ ①滞在時間の制限は設けません。

□ ①スタッフは、お客様ご利用のお部屋の確認時にお客様が消毒した机・椅子以外の
多数の方が接触する共用部分を消毒します。

□ ②お客様には使用した机・椅子を必ず使用後に消毒していただきます。また、使用
前にもお客様が消毒できるよう消毒セットをご用意します。

□ ③入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

□ ①トレーニングジムのスタジオレッスンとして利用する場合は、新型コロナウイル
ス感染症対策ガイドライン（いこまい館トレーニングジム）により対策を行いま
す。

□ ②高齢者の運動教室で利用する場合であっても、マスクの着用が必要となります。
休憩の回数や時間を増やして対応してください。なお、気分がすぐれない場合は速
やかに別室や屋外でマスクを取って休憩してください。

いこまい館　多目的室Ｂ

部屋別ガイドライン

消毒

制限利用
定員

利用者の
健康状態等
の確認

その他

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□ ①利用定員はありませんが、つどいの広場のイベントと育児相談のみとし、おも
ちゃルームの利用は中止します。

□ ③対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス１
ｍ、できれば２ｍを目安に親子間の対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□
⑤施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）窓を開放してください。館内放送でご案内し

ます。

□ ①つどいの広場を指定場所として、飛沫防止のため、スタッフはフェースシールド
を着用して、幼児に歌唱指導します。

□ ②保護者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③食事を禁止します。

滞在時間の
制限 □ ①滞在時間の制限は設けません。

消毒 □ ①入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

利用者の
健康状態等
の確認

飛沫防止
対策

制限利用
定員

いこまい館　つどいの広場

部屋別ガイドライン

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

制限利用
定員 □ ①通常の利用を中止します。乳幼児健診会場として使用します。

利用者の
健康状態等
の確認

□ ①健康状態や氏名などは乳幼児健診として確認・管理します。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）窓を開放します。館内放送でご案内します。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②保護者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③食事を禁止します。

消毒 □ ①入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

いこまい館　おもちゃルーム

部屋別ガイドライン

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□
①ひだまり21畳　最大12人を定員とします。

座卓8×3人÷2＝12人　※34.0㎡、座卓8。

□
②なごみ14畳　最大6人を定員とします。

座卓4×3人÷2＝6人　※22.6㎡、座卓4。

□
③せせらぎ14畳　最大6人を定員とします。

座卓4×3人÷2＝6人　※22.6㎡、座卓4。

□ ④対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス１
ｍ、できれば２ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限
します。

□
⑥施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）窓と入口を開放してください。館内放送でご

案内します。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③対面とならない食事を可能とします。また、食事中の会話は控えてください。

滞在時間の
制限 □ ①滞在時間の制限は設けません。

□ ①スタッフは、お客様ご利用のお部屋の確認時にお客様が消毒した座卓以外の多数
の方が接触する共用部分を消毒します。

□ ②お客様には使用した座卓を必ず使用後に消毒していただきます。また、使用前に
もお客様が消毒できるよう消毒セットをご用意します。

□ ③入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

消毒

いこまい館　和室

部屋別ガイドライン

制限利用
定員

利用者の
健康状態等
の確認

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日付印



区分

□
【通路・トイレ】
いこまい館と役場の連絡や、トイレ使用の為の通行の機能がある通路やトイレは利
用を開放します。ただし、椅子や机を撤去し、滞在を禁止します。

□
【総合受付前のソファー】
管理が徹底できる総合受付前のソファー12席は最低１ｍの間隔と対面を避けた配置
で、巡回バスや送迎を待つ方のためにのみ開放します。
※ソファー12席×1人

□
【総合案内前のテーブルと椅子】
不特定の方が、長時間滞在することを制限するため椅子の使用を禁止します。テー
ブルは手荷物を置く台としてのみ利用します。
※テーブル２、椅子5席

□
【多目的室Ａ前のテーブルと椅子】
不特定の方が、長時間滞在することを制限するため椅子・テーブルの使用を禁止し
ます。
※まるテーブル3×4人

□
【調理室前のテーブルと椅子】
不特定の方が、長時間滞在することを制限するため椅子・テーブルの使用を禁止し
ます。
※テーブル9×2人

□
【多目的室Ｂ前のテーブル、椅子、ベンチ】
不特定の方が、長時間滞在することを制限するため椅子・テーブルの使用を禁止し
ます。
※テーブル1×3席、ベンチ2

□
【ステンドグラス前の談話コーナー】
不特定の方が、長時間滞在することを制限するため椅子・テーブルの使用を禁止し
ます。
※テーブル9×椅子4

□
【ステンドグラス前の親子コーナー】
不特定の方が、長時間滞在することを制限するため椅子・テーブルの使用を禁止し
ます。
※ソファー22、テーブル2

飛沫防止
対策 □ 食事を禁止します。

共用スペース
の利用制限

いこまい館　共用スペース

部屋別ガイドライン

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□
①窓際の会議スペース　最大12人を定員とします。
24椅子（テーブル8）÷2＝12人
※全体面積134.1㎡（①＋②）

□
②カウンター側の打ち合わせスペース　最大9人を定員とします。１ｍの間隔を確保
する配置とします。
※全体面積134.1㎡（①＋②）

□ ③対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス1
ｍ、できれば2ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限
します。

□
⑥施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）窓を開放してください。館内放送でご案内し

ます。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③食事を禁止します。

滞在時間の
制限 □ ①滞在時間の制限は設けませんが、長時間の利用はお控えください。

□ ①スタッフは、お客様ご利用のお部屋の確認時にお客様が消毒した机・椅子以外の
多数の方が接触する共用部分を消毒します。

□ ②お客様には使用した机・椅子を必ず使用後に消毒していただきます。また、使用
前にもお客様が消毒できるよう消毒セットをご用意します。

□ ③入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

いこまい館　町民活動センター

部屋別ガイドライン

利用者の
健康状態等
の確認

飛沫防止
対策

消毒

制限利用
定員

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

制限利用
定員 □

①利用定員はありませんが、対面して接触したり密接とならないように出来るだけ
ソーシャルディスタンス１ｍ、できれば２ｍを目安に対人距離を保って利用してく
ださい。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□
⑤施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

換気による
感染予防 □ ①窓がないため換気扇やサーキュレータを稼働させ機械換気します。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③食事を禁止します。

消毒 □ ①入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

飛沫防止
対策

いこまい館　郷土資料館

部屋別ガイドライン

利用者の
健康状態等
の確認

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□ ①事前予約のみの利用とします。

□ ②昔体験館の指導者がいる場合のみ開放します。

□
③利用定員はありませんが、対面して接触したり密接とならないように出来るだけ
ソーシャルディスタンス１ｍ、できれば２ｍを目安に対人距離を保って利用してく
ださい。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□
⑤施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

換気による
感染予防 □ ①窓がないため換気扇やサーキュレータを稼働させ機械換気します。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ③食事を禁止します。

消毒 □ ①入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

飛沫防止
対策

いこまい館　昔体験館

部屋別ガイドライン

制限利用
定員

利用者の
健康状態等
の確認

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□
①最大9人を定員とします。
音楽練習室の形状が変則であること、楽器を設置するスペースが必要なことから、
46㎡×4割÷2㎡/人＝9人とします。

□ ②対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス１
ｍ、できれば２ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限
します。

□
⑥施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

□ ①換気は、１時間に２回（５分程度）入口を開放してください。窓がないため換気
扇やサーキュレータを稼働させ機械換気してください。館内放送でご案内します。

□ ②換気の間は、演奏を禁止します。

□ ①利用者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は利用を制限します。

□ ②マスクを着用して、歌唱を可能とします。

□ ③食事及び飲み物を禁止します。水分補給は部屋の外でお願いします。

滞在時間の
制限 □ ①滞在時間の制限は設けません。

□ ①スタッフは、お客様ご利用のお部屋の確認時にお客様が消毒した机・椅子以外の
多数の方が接触する共用部分を消毒します。

□ ②お客様には使用した机・椅子を必ず使用後に消毒していただきます。また、使用
前にもお客様が消毒できるよう消毒セットをご用意します。

□ ③入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

いこまい館　音楽練習室

部屋別ガイドライン

利用者の
健康状態等
の確認

飛沫防止
対策

消毒

制限利用
定員

換気による
感染予防

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

制限利用
定員 □

①調理室・ランチルームは、最大14人を定員とします。
調理台１台に2人とします。
※調理台7台、食卓6卓、椅子24、137.7㎡

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□ ⑤チェックリストに利用形態を記入していただき、密集する利用形態の利用を制限
します。

□
⑥施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）窓と入口を開放してください。館内放送でご

案内します。

□ ①飛沫防止のため館内での大声の発声や歌唱などを禁止します。

□ ②調理にあたっては、マスクと手袋の着用をお願いします。

□ ③対面とならない食事を可能とします。また、食事中の会話は控えてください。

滞在時間の
制限 □ ①滞在時間の制限は設けません。

□ ①スタッフは、お客様ご利用のお部屋の確認時にお客様が消毒した机・椅子以外の
多数の方が接触する共用部分を消毒します。

□ ②お客様には使用した机・椅子を必ず使用後に消毒していただきます。また、使用
前にもお客様が消毒できるよう消毒セットをご用意します。

□ ③入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

利用者の
健康状態等
の確認

消毒

いこまい館　調理室・ランチルーム

部屋別ガイドライン

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

制限利用
定員 □

①テーブル11×1席＋こども親子テーブル2×2席＝15席を最大とします。
現在は約30席ですが、感染対策ができる配置に変更します。
※73.7㎡（厨房を除く。）

利用者の
健康状態等
の確認

□ ①入店時に発熱や咳などがあるお客様は店内飲食をお断りします。

□ ①テークアウトコーナーと、飲食コーナーの出入り口及びレジを分けて1ｍ程度の間
隔を設けて並ぶよう表示を設置します。

□ ②店内が混み合い十分な間隔が取れない場合は、入店を制限します。

換気による
感染予防 □ ①換気扇やサーキュレーターによる機械換気を行います。

□ ①飲食時以外はマスクの着用をお願いします。

□ ②原則、１テーブルに1席とします。また、パーテーションの設置により飛沫を防止
します。

□ ③注文・会計などでスタッフはフェースシールドを着用します。

□ ①多数の方が触れる場所は定期的に消毒します。

□ ②テーブル、椅子はお客様の入れ替わる都度消毒します。

消毒 □ ①入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

その他 □ ①「いこまいカフェ」の事業継続のためのガイドラインに基づき、感染防止対策を
実施して運営します。

飛沫防止
対策

定期的な
清掃

行列を
つくらない

いこまい館　カフェ

部屋別ガイドライン

ご署名 スタッフ確認印 日付印



区分

制限利用
定員 □ ①不特定の方が、長時間滞在することを制限するため利用を禁止します。

いこまい館　屋上

部屋別ガイドライン

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□ ①マスクの着用をお願いします。

□ ②熱中症対策として、水分補給をお願いします。

制限利用
定員

いこまい館　芝生広場

部屋別ガイドライン

ご署名 スタッフ確認印 日



区分

□ ①乳幼児健診や予防接種（健診等）で診察室を使用します。

□ ②対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス１
ｍ、できれば２ｍを目安に対人距離を保って利用してください。。

□ ①健診等の受診者は健康づくりセンターの入口で、健康状態の確認や検温等を実施
します。

□ ②発熱者等の方は健診等の受診はできません。

□ ③健診等では氏名等の連絡先を把握しているため、施設で感染者が発生した場合は
速やかに情報提供します。

□ ①健康づくりセンターの入口ではソーシャルディスタンス1ｍ、できれば2ｍを目安
に受付を実施します。

□ ②健診等の方の密接を避けるため、予めグループごとに受付を分ける対応等をとり
ます。

換気による
感染予防 □ ①換気は、１時間に２回（５分程度）窓と入口を開放してください。館内放送でご

案内します。

□ ①健診等の保護者にはマスクの着用をお願いし、非着用の場合は受診を制限しま
す。

□ ②食事を禁止します。

□ ①健診等会場への入場時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

□ ①健診等会場のベットやマット等は定期的に職員が消毒を実施します。

いこまい館　診察室、指導会議室等の健康づくりセンター

部屋別ガイドライン

43

制限利用
定員

利用者の
健康状態等
の確認

消毒

行列を
つくらない

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日付



区分

□ ①定員の制限はありません。

□ ②対面して接触したり密接とならないように出来るだけソーシャルディスタンス１
ｍ、できれば２ｍを目安に対人距離を保って利用してください。

□ ①利用者には事前にチェックリストの提出をお願いします。

□ ②チェックリストに、利用者全員の健康状態を記入してください。

□ ③発熱や咳等の症状のある方等は利用できません。

□ ④施設で感染者が発生した場合、速やかに情報提供するために、チェックリストに
利用者全員の氏名と連絡先を記入してください。

□
⑤施設利用前にチェックリストによる利用条件の確認を行います。また、施設利用
後にいこまい館のガイドラインに沿って利用して頂いたかの報告をお願いし、確認
を行います。

□ ①マスクの着用をお願いします。

□ ②食事を禁止します。

消毒 □ ①いこまい館入館時には設置した消毒液で手指の消毒をお願いします。

その他 □ ①多目的室Ａの予約がある場合は、多目的室Ａの２Ｆ出入り口の展示はできませ
ん。

制限利用
定員

いこまい館　無料ギャラリー

部屋別ガイドライン

利用者の
健康状態等
の確認

飛沫防止
対策

ご署名 スタッフ確認印 日


